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Introduction

・ジアルジアは幼犬に多い寄生虫性の下痢症

・ヒトでは急性感染の後に過敏性腸症候群（IBS）を発症する確率が増加する

・犬での長期的な影響は十分に解明されていない

背景



Introduction

目的

1. 急性ジアルジア症感染後の慢性消化器症状および皮膚症状の発生を評価

2. また、これらの症状を引き起こす可能性のあるリスク因子を特定



施設           チューリッヒ獣医大学病院（スイス）

期間 後ろ向き研究（2017.1~2021.12）

Materials and methods



Materials and methods

対象（グループ分け）

ジアルジア感染前および感染時に、慢性胃腸疾患や慢性皮膚疾患、
また慢性感染化リスク増加に関連する急性腸疾患の病歴がある犬

除外基準

ジアルジア群

9か月未満で感染

急性胃腸症状を呈する

対照群

ジアルジア群の犬と
犬種・性別・年齢(±1年)

が一致する健常犬

49頭 50頭



Materials and methods

追跡期間      感染後少なくとも12か月以上

評価項目 慢性胃腸症状や皮膚症状などに関するアンケート



Materials and methods

アンケート

１．一般情報

犬の年齢、出身、食事内容ワクチン接種、寄生虫予防 など

２．ジアルジアの急性感染期

臨床症状、検査方法、治療プロトコル

重症度はCADS指数・Purina便スコアで評価

３．現在までの健康状態

慢性の胃腸症状・皮膚症状に関する質問

重症度は修正版CIBDAIで評価

慢性の定義
・3週間以上持続する症状
・または急性下痢が7日以上続く再発が年3回以上



Materials and methods

活動 0：正常 1：軽度減少 2： 中程度減少 3：著しく減少

食欲 0：正常 1：軽度減少 2： 中程度減少 3：著しく減少

嘔吐 0：正常 1:1日1回 2:1日2〜3回 3：>3倍/日

便の粘稠度 0：正常 1：軟便(つかめる) 2： 軟便(つかめない) 3：水様性下痢

排便頻度 0：正常 1:1日2~3回 2:1日4〜5回 3：>5倍/日

犬の急性下痢重症度指数（CADS）のスコアリングシステム

重症度レベル： 軽徴（0〜3）、軽度（4、5）、中等度（6〜8）、重度（≥9）



Materials and methods

活動 0：正常 1：軽度減少 2： 中程度減少 3：著しく減少

食欲 0：正常 1：軽度減少 2： 中程度減少 3：著しく減少

嘔吐 0：正常 1:1日1回 2:1日2〜3回 3：>3回/日

便の粘稠度 0：正常 1：軟便(つかめる) 2： 軟便(つかめない) 3：水様性下痢

排便頻度 0：正常 1:1日2~3回 2:1日4〜5回 3：>5倍/日

鮮血便 0：正常 1：軽度 2： 中程度 3：重度

粘膜便 0：正常 1：軽度 2： 中程度 3：重度

体重減少 0： 体重減少なし 1：（<5%） 2： （5%〜 10%) 3：（> 10%）

修正版 IBD指数（CIBDAI）のスコアリングシステム

重症度レベル： 軽徴（0〜3）、軽度（4、5）、中等度（6〜8）、重度（≥9）
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Results

慢性消化器症状の頻度

ジアルジア感染群 29％（14/49）

対照群 10％（5/50）

慢性皮膚症状の頻度

ジアルジア感染群 33％（16/49）

対照群 8％（4/50）

有意差あり（ｐ＝0.03）

有意差あり（ｐ＝0.01）



Results

リスク因子の評価

・抗生物質投与やCADS指数（急性期の重症度）など、別々で比較した場合
  

→どちらも慢性消化管症状との関連に有意差は認められなかった

・抗生物質投与やCADS指数（急性期の重症度）などの相互作用を考慮すると

CADS指数が高い × メトロニダゾール投与 → 慢性消化管症状リスクが有意に上昇

CADS指数が高い × フェンベンダゾール投与 → リスクに影響なし



Results

重症急性腸炎＋投与薬剤によるの影響

慢性消化器症状リスクがさらに増加

フェンベンダゾールのみを投与された犬では
慢性消化器症状のリスクに有意な影響を与えなかった

急性下痢重症度指数
（CADS）が高い

メトロニダゾールに
よる治療を受けた



Discussion Review

・幼犬期は腸内細菌叢や免疫系が発達途上にあり、この時期に強い乱れを与えると 
将来の慢性腸疾患発症につながる可能性がある

考察・臨床的意義

・幼犬時のジアルジア感染は腸管バリア機能を破壊し、将来の慢性腸疾患につながる
可能性がある。

・犬での直接的証拠はまだ不十分であり、腸管透過性障害と慢性腸疾患や皮膚疾患の
関連を解明するには、更なる研究が必要



Discussion

・幼犬期にジアルジア感染による胃腸症状があった場合、今後起こりえる慢性症状
に対してのフォローアップをするべき？

→メトロニダゾール投与中や投与後2週間ほど整腸剤を内服するなどを検討
（Bybee et al.，2011, JAVMA）

・急性期にメトロニダゾールを処方する際は慎重に使用し、代替治療も検討するなど、
治療方針の見直しが必要？

→メトロニダゾールは、幼犬のジアルジア治療の第一選択薬にはすべきではない？
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